
「門司消防署建替え新築事業」 

公共事業評価に関する検討会議及び市民意見を踏まえた市の対応方針 

【対応方針】 

計画通り実施 

【対応方針決定の理由】 

門司消防署は、昭和３７年の開署以来、火災や救急をはじめ、台風や高潮などの自然災害

等、様々な災害に対処し、門司区の災害対応拠点として、市民の安全安心の確保に重要な役

割を果たしてきた。 

 しかし、庁舎は建築から５３年が経過しており、柱や梁、外壁に亀裂が入り、雨漏りもあ

るなど老朽化が著しく、平成２４年度に行った耐震診断では、耐震性能不足と判定された。

庁舎内は狭く、職員のロッカーが会議室や廊下に配置され、執務スペースも全く余裕がな

い状況である。また、仮眠室は個室化されておらず、女性職員を交替制勤務に従事させるこ

とができない。 

 車庫については大型化した現代の消防車両に対応できてないため、一部の消防車両は道路

を挟んだ敷地に格納しており、横断歩道を渡って災害出動しているため、迅速な出動に支障

が出ている状況である。 

 これらを踏まえ、門司消防署を建替えることとしたものである。 

現在の門司消防署は、門司区のほぼ中心に位置し、他の消防署所との配置バランスもよく、

区の災害対応拠点として非常に効率的な配置となっている。また、出動についても、中心市

街地はもちろん、門司港地区や新門司地区など、門司区全域への出動に非常に有効であり、

現所在地は消防用地としては最適な立地である。 

建替え新築に伴い、現所在地周辺で候補地を検討したが適地がなかったため、現所在地に

おいて、新庁舎を建設することとした。 

新庁舎建設中の２～３年間については、門司競輪場跡地に仮設庁舎を建設し、門司消防署

の全ての機能を暫定的に移転させることとしている。 

 新庁舎については、耐震性能が確保され、大地震が発生しても地域の防災拠点としての機

能を維持できるものとした。また、地震や台風などの災害発生時に消防隊の対策本部として

活用する「作戦室」や、消防隊員が安全・迅速に防火服を完全着装する「出動準備室」を整

備し、消防機能の強化を図っている。 

 職員の生活スペースについては、仮眠室を個室化することなどにより、女性職員の交替制

勤務への配置を可能とする。 

 さらに、消防車両を全て庁舎内に格納できることとなり、安全・迅速な出動が図られる。

そして、車庫には全てシャッターが取り付けられ、保安面でも安心できるものとなる。 

 近年も豪雨災害の頻発や特殊災害の発生に加え、高齢者人口の増加による救急需要の増大

など、今後も消防行政へのニーズは高まるものと予想される。 

また、東日本大震災を受け、全国的に防災拠点施設の耐震化が進められており、近い将来

の発生が危惧されている南海トラフ巨大地震に備える意味でも、早急な事業推進が必要であ

る。 



なお、今後の事業推進に当たり、公共事業評価に関する検討会議で示された留意点につい

ては、次のとおり対応する。 

（１）仮設庁舎移転期間中における空白地域の消防体制について 

仮設庁舎への移転期間中の特例的な対応として、地元消防団との更なる連携強化を図

るとともに、災害発生時には、初期対応から消防隊と消防団を増強し、早期に消防力を

集結させるなど、対応に遺漏のないよう万全を期すとともに、本事業を可及的速やかに

進めることで、移転期間の短縮を図る。 

（２）庁舎の拡張について 

・将来的な救急需要の増加については、敷地内での増築等により対応可能である。 

・複合化については、「サイレン等の騒音」、「動線の分離」等の課題があり、この課題 

の解決が必要である。 

今後の消防署建設にあたっては、全市的な施設のニーズや消防機能の強化を考慮しな

がら検討していきたい。 

（３）地域での社会貢献、啓発活動について 

来庁者に対し、消防車や訓練の見学はこれまでも災害対応に支障のない範囲で行って

いる。 

今回の建替えにより、車庫や屋内訓練室が広くなり、これまで以上に見学や市民向け

の講習会等の対応がしやすくなる。 

今後とも、市民に身近で頼りになる消防となれるよう努力を続ける。 


